



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































94 2013 年度　心理社会的支援研究　第 4集
・柴田好章（2011）「問題解決学習の成立条件と今日的
課題」『考える子ども』335号
・清水毅四郎（1996）「問題解決学習の理論と実践の
研究方法をめぐってー集会前泊『課題研究会』で
議論されたことの報告（1）―」『考える子ども』
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p.194.
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治図書、P.33.
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と討議―」『考える子ども』232号
問題解決学習における問題意識と学習問題に関する一考察 95
要　約
本稿では、戦後社会科における経験・方法に重点を置いた経験主義社会科と系統・内容に重点を置
いた系統主義社会科が対立・交錯しながら実践されてきた歴史の中で、問題解決学習における問題意
識と学習問題について着目し、その意味と展望を授業分析による質的方法を用いて、具体的に分析・
考察した。そのことにより、初期社会科の「切実な問題」を現在の社会科教育に当てはめて捉えなお
した。従来の「切実な問題」とは、子どもの日常生活や経験の中で必然性があるものとして生まれて
くるという捉え方があった。本研究では、子どもの問題意識と学習問題の関係について授業実践をも
とに考察し、学習問題の成立条件を 5点示した。そして、子どもが関心を持ち追究する「価値ある問
題」が「切実な問題」になることを示した。「切実な問題」の再提起を図ることにより、問題解決学
習の新たな展望が開かれることになるだろう。
キーワード：社会科教育、問題解決学習、初期社会科
